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非可逆循環 (Irreversiblecirctllation)に関す る二三 の問題




















によって,統計的波動関数 W(甲,t)を導入すれば, 時間的 1点情報であるP(7,t)に
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動 y(t)と揺動 7…√すEの和として表わされるとする｡このとき秩序相は′ヽ■′ ′-′ ノー′
dy







のごとく書かれる｡ここに△≡detE,K12は行列Kの (1,2)成分を表わし,添字 0は eL
展開の最低次 (0次 )の項を意味している. また,軌道の半径は Erlで 与えられるとし
-B15-
富田和久




















･′･Aニ ー去 一 拍 )2D',?)(t)(2△o" ･K ZIO)-Kl'20')












ReductivePerturbation による ｢揺 ぎ｣の計算




間的振動が除々に成長していく場合, - の巾で展開されるo(82- 等 )そして
o(e)の項の振巾WはTDGL型方程式の解として与えられる.
∂2
蒜 W - (α+ ∂耐 )W-PW2W*
ここで,T- E2t,R-Er｡ Uが分ると, ｢揺ぎ｣Oを与える方程式に,reductivepe-
rturbationを施すことによって, 0 - E-2(f+o(E))の形で αが求まる.PLNモデ
ルで具体的に計算した結果は,hardmodeinstaの場合既に求められている数値計算値
とよく合っている｡
softmodeinsta.の場合も計算した｡詳細は別の機会に発表の予定｡
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